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タイ国における広域水利

沢 田 敏 男

は じ め に

タイ国の産業の うち農業, とくに水稲作の占める比重が大 きく, 米の輸出額は 総輸出額の

40% (数年前までは約70%)を占めている｡ したがって米の増産計画が強力に進められつつあ

る状況で,例えば メコン委員会による東南アジア諸国における米生産計画は表 1に示す とお り

であ り,1983-84年をめどにおよそ現在の2倍の増産計画が樹立されている｡ この計画達成の

ためには農業用水の確保や内水障害の排除によって耕地面積の拡張と農業経営の安定化がはか

られなければならない｡そこでタイ国において も全土にわたって水資源開発計画が樹立され,

これによる多 くの irrigationprojectが計画実施 されつつある｡ (本誌 p.140,Fig.1参照)

以下,代表的な広域水利事業について述べてみる｡

Ⅰ 広域水利事業の事例

1.ナムボンプロジェク トについて

メコン河支流のナムボン川を中心 とした水利開発事業で, コーンケンの北西約 50km のナ

ムボン Valleyにつ くられるポソニーブダムの建設, ダム直下の水力発電所およびコーンケン,

コラー トなどにつ くる5カ所の発電所およびノングァイ頭首工,幹線水路などの建設が主なる

事業内容である｡ 本事業はダム直下の水力発電による安価な電力の供給,かんがい水の確保に

よる当地方の農業の安定化,上工用水の確保および洪水調節 による防災等の多 目的をもつ もの

で,東北 タイの代表的な水利開発事業である｡1963年に着工 され,67年度完成予定である｡ ポ

ソニーブダムは堤長 800m, 高さ 30m (EL.185.00m),堤体積 60万 m3 の傾斜 コア-型 ロ

ックフ ィルダムで総貯水量 25.5億 m3 (有効貯水量 20.5億 m3),計画水面積 410km'2,流域面

積 1200km2,計画高水流量 2,500m3/secで東北 タイの代表的な貯水ダムである｡ この計画高

水流量を流下させるための余水吐 として右岸寄 りに長さ約 100m のコンクリ- ト堰 をつ くり,

4門のテインター ･ゲー トによって調節するのであるが, このコンクリ- ト余水吐 とフィル堤

体の接合部工法が重要な問題点の一つであると考えられる｡ ダムの左岸直下に8,300KW の水

力発電所を設け,発電後の tailwaterとして 35m3/secを放流することになる｡
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表 1 東南アジアにおける米生産計画
(1962年メコン開発委員会による)
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ポソニーブダムから約 35kTn 下流にノングアイ頭 首工が建設される｡ 同頭 首~1二の見取図お

よび主要な諸元を図 1に示す｡蛇行河川を shortcutして新しく開さくした河道に頭 首1二を設

けたことおよび 1,000m‥ソsecの capacity をもつ emergency spillway を旧河道を利用 して

つ くっているのが特色であるっ同頭 首工の左右両岸から取水され, 約 60km の幹練水路が丘

麓に沿 ってはしり, 右岸幹線水路か ら 35mソsecの水が取水され, 20本の支線水 路 に よ り

22,000haの水田がかんがいされる｡左岸幹線水路より 18m:ソsecが取水されて 12,700haの

水田がかんがいされる｡なお右岸幹線水路の下流 コーンケンの近 くに checkdam が設けられ,

そ こか らポンプアップして高位部の開田地区のかんがい用水として用いる計画になっている｡

2.チャオプラヤー河流域の開発について

チャオプラヤー河の水利開発は 1927年頃から RoyalIrrigationDepartment (RID)によ

って計画された多目的事業で,大別 して,北部地方の開発事業 と中央部における開発車業とに

分けられる｡ その事業内容の 3本柱 となっているものは, (1) GreaterChaoPhraya 事業,

(2) ブ ミボンダム事業 (YanheeMultiplePurposeProject),(3) タープラダム事業である｡

この うちブ ミボンダムは1964年 5月に完成 し,また GreaterChaoPhraya事業におけるチャ

オ プラヤーダム (ChainatHeadWorks) も1957年に完成し,また北部地方の開発においては,
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チ ェンマイ北方約 40km 地点のメ ･ピン河に同河を締め切る頭首工が完成 し36km の幹線水

路が施工中である｡ブ ミボンダムは高さ 154m,長さ 486m,堤頂幅 6m,堤敷幅 52.2m の

アーチダムで総貯水量 135億 m3 (有効貯水量約 100億 m3'),計画高水流量 600m3/secをもち,

56万KW の発電 と上記 ChainatHead Works下流のデルタ地帯約 80万haの水田かんがい

に利用 されるとともに,舟運および洪水調節に大きく貢献する多目的ダムである｡完成後頭著

な効果を発揮しつつあるが,本ダムの計画において年間流出量と有効貯水量の取 り方に問題点

が指摘される｡

次に中央部における開発事業については, ChainatHead Worksおよび幹線水路の完成に

次いで現在 DitchesandDikesProjectが立案され, 毎年の施工面積約 10万haを目標にし

て進行中である｡中央部開発事業によりもたらされる主な効果は次のとお りである｡

(1) チャオプラヤー水系につ くられるダム群により年間を通 じて利水が確保される｡ ブミポソ

ダムおよびタ-プラダムの有効貯水量はそれぞれ 100億 m3 および 80億 m3の容量をもち,

乾季の利水源 となるとともに雨季における洪水調節に役立つ｡

(2) 十分なかんがい水の確保と,排水路の整備による乾田化によりデルタ地帯の水稲の増収を

はかる (平均収量 625-940kg/haから 2000kg/haに引き上げる)｡

(3) ダムによって水力発電を行ない,産業の動力源 とする｡

(4) 河川の渇水量を増加し,河川および水路による舟運に役立てる｡ 現在約 400万 tonの物資

が水路により輸送されている｡ なお,物資の輸送費は水路,鉄道, 高速道路の順に 1:2:5

となっている｡

(5) ブ ミボンダムの水は乾季において1964年現在の計画では約 32万 haにおよぶ作物のかんが

い水として利用 され年間約14億円余の生産をあげ得ることになっている｡

(6) 都市および工業用水源確保 とともにチャオプラヤー河の渇水量増加により河口における塩

分そ上防止に役立ち,下流デルタ地帯の塩害除去,防止に役立っている｡ これまでの実測に

よると, BangkokMemorialBridge地点において 150m3/sec以上の淡水流量があれば河

口から 25km のプラクノン上流域においては含塩量 1gr/J以下におさえられることがわか

ってお り, この淡水流量をいかにして確保するかが研究されている｡

3.その他のプロジェク トについて

以上述べた大規模なプロジェク トの他にコラー トのラムタコソプロジェク ト (ダムの貯水量

2億 4千万m3,堤高 40m,堤長 250m のアースダムを基幹とする)が設計施工中で, これ

らによって2万8千 haの水田のかんがいが予定されている｡ またラムプラプレーンプロジェ

ク トは約 1万 1千 haの水田かんがいを目的とし, 貯水量 1億 5千万m3, 堤高 49m, 堤長

350m のアースダムと幹線水路 60km が建設施工中である｡ またノンカイ近 くにわが国電源

r開発株式会社のコンサルタン トでナムプソプロジェク ト (ロックフィルダム, 高さ 40m,堤
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長 2,248m, 貯水量 1億 2千万 mつ が施工 され,1965年11月に完成を見たo これは発電 6千

KW と下流の水田かんがい,洪水調節 などを目的 とした ものである｡

Ⅱ 水利事業計画設計上の問題点

1.雨量観測網および水文資料の整備

年間の降水量は表 2に示すごとく,北部 タイは 1,200mm 程度で一番少な く,東北および中

央 タイで 1,350mm 程度, 南部 タイで 1,800-2,600mm と多 くなっている｡ また年間の雨量

分布は, 4月下旬か ら10月中旬までの約半年間に集中しそれ以外の月は降雨量僅少で,いわゆ

る雨季,乾季に分かれたモンスーン気候帯である｡ したが って年間の河川流量の変化が大 きく,

河況係数 1,000以上のものがほとんどである｡ 表 3に主な河川の水文資料を示 した｡

水利計画をたてる場合,重要な基礎データとなる水文資料の整備が要望され る｡ このため雨

量観測地点の整備は もちろん,主要河川の流量観測所 も増設 し,計画の基礎資料を得るよう努

めなければならないD 現在雨量観測地点 として約 500km空に 1カ所設置す る計画がなされて

いるが, これ とともに流量観測地点 も早急に増設することが必要 と考えられ る｡ これまでに完

成 した貯水 ダムにおいて,年間総流入量が貯水容量を下まわることが生 じダムの水利用計画に

支障をきたした り,またフ ィル ダムの余水止容量の不足によるダムの越流被害 を起 こした実例

を見聞す るとき上記の水文資料を拡充整備 し,水文統計学的処理が有効 となるよう特に留意す

べきである｡

表 2 タイ国の月平均雨量 (単位 mm)
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2.ダムの計画設計における問題点

ダムの capacity の決め万 (図 2にわが国のダムの標準的貯水状況曲線との相違を示す),お

よび spillway の計画において,相当長期の水文資料を用いて確率水文量を求めなければ精度

が劣 り危険である｡短年月の水文資料や遠方の観測値を流用 して確率計算を行なっても無意味

で危険となる場合が多い｡そこでフィルダムに emergencyspillway を用意してお くことはい

ちおう安全な設計法と考えられる｡また,前項に述べた広域水利の事例からもわかるように,

堤長の非常に長いフィルタイプのダムが多 く計画されているが,spillwayを堤体中に造 らなけ

ればならない場合が生じるので,その場合の設計施工上注意すべき重要な問題 としてフィル部

とコンク1)- ト重力部の接合部 (compositdam の接合部)の形状設計がある｡すなわち接合

部においては不等沈下は避けられないので,透水防止および耐震構造上の考慮を慎重にすべき

である｡ その一方法としては,接合部における摩擦角を考慮した曲面形の W ingW all工法が

適当であると考える｡
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図2 愛知用水佐布里池貯水状況曲級

3.下流デルタ地帯の除塩および塩害防止について

チャオプラヤーデルタ下流地帯においては塩害が重要な問題 となっているので,この対策が

早急に講じられなければならない｡そこでチャオプラヤー河の渇水量の増加,海岸堤防の整備

790 -132-



表 3 タ イ 国 の 主 な 河 川 の 水 文 資 料
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および除塩かんがいが有効な対策,方法であると考えられる｡ なお, Bangkok 港への舟航の

問題があるが,河口堰の建設による塩分そ上防止 と水資源開発計画を検討してみることも一案

ではなかろうかと考える｡

4.その他の問題点

その他水利事業計画設計上の問題点として幹線用水路の非定常水路としての水理設計法およ

び限界流速,分水,量水工の改良,水稲増収計画に伴 うかんがい用水量増加の推定法,長大用

水路計画における調整池の問題等が指摘される｡そしてこれらの諸点にかんする今後の研究が

要望される｡
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